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「森林ビジョン」とは何か

ビジョン・・・ 将来のあるべき姿を描いたもの。
将来の見通し。構想。未来図。未来像。

森林ビジョン・・・ あるべき（望む）森の姿
あるべき（望む）森との関わり方

・森林は長い時間をかけて育つ⇒将来を考えた管理や利用が大事

・様々なはたらき（公益的機能）がある⇒全ての住民に関係がある

・それぞれ持ち主がいる⇒行政が一方的に管理はできない

未来像やそこに至るプロセスを
みんなで共有した上で、管理や利用をする必要がある

そもそもなぜ、ビジョンが必要？



箕輪町森林ビジョン

町の森林の

現況調査・分析

•現地調査
• GIS等を用いた現状分析
•関係者ヒアリング
•住民アンケート

森林ビジョン策定

•委員会
•委員ヒアリング
•現地検討会

地区森林ビジョン

策定

•町民全体への説明会
•地区ごとの検討会
•防災点検体制構築
•見どころマップづくり

R4 R5 R6

森の基礎情報と
住民ニーズの把握

森に期待すること、
役割、課題等の検討

実際の森の利用や
管理の実行計画



森の基礎情報と住民ニーズ

（R4年度の調査結果）



基礎情報① 森の面積

森林面積：5,485 ha (町の面積の63.8 %)

内、民有林面積：5,364 ha
民有林とは、国有林以外の森林のことで、
今回のビジョンの対象となる森林です。

民有林

(箕輪町森林整備計画より抜粋、加工）



基礎情報② 樹種

生えている木の量のことです

人が植えて育ててきた「人工林」の割合は、
面積で67.48%、蓄積で76.67%と、日本全体（面積で41％）より高い値です。

箕輪町の森の代表的な樹種は、カラマツとアカマツです。
一方で、建築用材として全国で一般的なスギ、ヒノキの割合は、低いと言えます。
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(箕輪町森林整備計画より抜粋、加工）



基礎情報② 樹種

アカマツ
・植えられたものと天然のものがある。
・樹皮は赤っぽいが木材は白っぽい。
・住宅の梁などに使われる。
・マツタケが出る。
・松枯れが拡大中。

カラマツ
・ほとんどは植えられたもの。
・樹皮は茶色っぽいが木材は赤っぽい。
・秋になると黄葉し、落葉する。
・土木用資材や合板に使われる。
・最近、比較的高値で売れている。

(岡田建二朗氏提供）



基礎情報③ 森の地形

傾斜が30°以上の急峻な森が大半を占めています。
また、特に東山側の地形が複雑な（凹凸が多い）ことは、過去に繰り返し
崩壊が起きたことを示しています。西山側は、東山より滑らかな地形ですが、
地すべり跡が多く見られます。



基礎情報④ 森の地質

東山側には、風化しやすい（脆い）花崗岩が見られます。
道をつくるなど、山を掘ったり削ったりする際には、
細心の注意が必要な場所と言えます。



居住地による回答者数

⇒ 市街地の回答が最も多かった
東山の回答が最も少なかった

⇒ 居住地が山に近いほど回答数が
多いと予想したが、
そうではなかった。

森林所有の有無による回答者数

⇒ 回答者のうち森林所有者は10％

⇒ 回答者の9割は、一次的には
森林管理の責任のない一般町民

住民ニーズ① 町民1000人アンケートから

円グラフの数字は、
「回答数；割合」



森に入る機会の有無

・「 日々の暮らしの中で森に入ることがある」
と答えた人は、約 4 割。
この割合に地域差は見られなかった。

・回答者の 9 割が森林所有者ではないにも
関わらず、4 割が日常的に森に入る機会が
あるという結果となった。

住民ニーズ① 町民1000人アンケートから

円グラフの数字は、
「回答数；割合」

・森に入る理由は「山菜・キノコ採り」、
「散歩・ウォーキング」が圧倒的多数。
その他、40代以下は「キャンプやアウトドア」
50代以上は「区等の仕事・作業」など。



森に入らない理由は、
「森に入るきっかけがな い」
が約 6 割を占め、圧倒的多数。

「関心が ない」は 14％に
留まった。

「その他」を選択した人の
具体的な内容では、
虫やクマ 等が「怖い」が多数。

住民ニーズ① 町民1000人アンケートから

円グラフの数字は、
「回答数；割合」



森と関わりを持ちたいか？という問いに
「とてもそう思う」「時々そう思う」が
合わせて 80%を占めた。
回答には、居住地や年代による差は
ほとんどなかった。

住民ニーズ① 町民1000人アンケートから

円グラフの数字は、
「回答数；割合」

関わりたい分野は、山菜・キノコ採り、散
歩・ウォーキングのほか、森林セラピー、
アウトドア、体験や学び、た回答数100を
超えた。森林整備と答えた人も60人いた。



・防災や水、レクリエーションや景観など、公益的機能を選んだ人が多かった。
・キノコや山菜の供給を選んだ人は多かったが、木材や薪・炭の供給を選んだ人は

少なかった。

ア）土砂災害が起こりにくい
イ）倒木や落枝の危険がない
ウ）松くい虫の被害がない・拡がらない
エ）二酸化炭素の吸収を促進する
オ）豊かな水を安定的に供給する

カ）建築や木工に使う木材を供給する
キ）薪や炭などに使う木材を供給する
ク）キノコや山菜を採る場となる
ケ）癒しやレクリエーションの場となる
コ）教育や学習の場となる
サ）美しい景観をつくる
シ）多様な動植物の生息場所となる
ス）その他

住民ニーズ① 町民1000人アンケートから

回答数



その他 森林ビジョン検討委員会で共有・議論した事柄

今ある森林の成り立ち、森林の所有や管理の歴史

森林（山）に起因する災害の防止・軽減

「災害リスク」とその見つけ方

持続可能な木材生産が見込める森林の抽出

木材生産の収益性が低いと見込まれる森林の管理

管理方針の選択肢と間伐等の森林整備

松枯れ対策

ツキノワグマ等の野生動物との棲み分け

森林所有者の現状と課題

（森林に関わる）事業者の現状と課題

一般町民の（森林にまつわる）現状と課題

町内のナイス！な取組み



箕輪町森林ビジョン

（R5年度策定）



箕輪町森林ビジョンのポイント

町民一人ひとりが主役の森林ビジョン
• 町内の森林がどんな姿であってほしいかについて、町民それぞれがイメージし

たり、アイデアを出したりできることを目指す。

「答え」ではなく「考え方」
• これから先も、ずっとそこにあり続ける森林（山）とめまぐるしく変化する私たち

の暮らしとがどんな関係であったら良いかについて、長く考え続けていく必要が

ある。箕輪町に合った森林の姿を議論し共有するとき参考となる考え方を示す。

本編 ＋ 解説編

• 本編を簡潔にまとめ、森林ビジョンのイメージを多くの町民に共有してほしい。

• 森林ビジョンの背景にある現状や課題は、解説編に記載。中学生でも読めるよ

う、専門用語を使わないことを徹底した。



















箕輪町森林ビジョンをもとに、

実際の森林の管理や利用を

みんなで進めていきましょう！


